
日本災害医療
ロジステックス研修

F班 チームジャスミン



派遣先：県立釜石病院（災害拠点病院）

県立釜石病院

遠野風の丘

釜石保健所

Cannon IP100
こいつめ・・・



県立釜石病院 被災状況

本館 246病床＆手術室＆放射線使用不能 倒壊の危険性あり

→入院患者160名の搬送が必要

増棟 26床利用可能

外来棟・管理棟 使用可能

病院スタッフ 被害を受けた方（約1/3）

上下水道 △ 貯水タンク（残り２日程度）

電気 △ 非常電源使用可、しかしA重油供給の目途なし

ガス（都市ガス） ×

中央配管酸素 × アウトレットに制限あり

固定電話 △ 防災電話着信不安定

携帯電話 ×

衛生電話 △ イリジウム、不通に近い状態

インターネット ×

テレビ × ケーブルテレビ使用、アンテナなし



本部立ち上げ

本部レイアウト



より詳細な患者情報など収集

病院から

重症６名（人工呼吸器など）

透析患者１０名

医療資源の確保 本部通信

本部から

重症６名継続診療は無理なのか

追加の赤・黄、さらに緑の受け

入れは可能か



【良かった点】

・それぞれが積極的に役割をもって動いていた

・個々の強みを生かすことができた

・過去の経験の共有をしながら活動できた

・チームワークを発揮できていた（暴走した人がいな

かった）

・チーム内でのブリーフィングが適宜行われていた

・リーダーが決めるときに決めてくれた！

・イレギュラーなことに対して、フレキシブルに動けた



【改善点】

・敷材チェックをもう少ししておけば（バッテリーの

確認など）

・本部のレイアウトをはじめからもう少し考えてもよ

かった

・本部への情報を上げるときに、もう少し受け手を意

識してあげるべきだった

・休憩時間のメリハリをつければよかった



食事準備風景🍴

F班見学者：S廣氏（某大学病院）

臭いもなく、快適でした♥

ラップポン使用感・・・



地震発生 頭がっ |дﾟ)！！！

take① take②

take③

take④

やっと成功！！



【感想】

・こんなに本格的だとは思わなかった

（現地の方の協力、コントローラーの方の前準備）

・初めての経験が多く、勉強になった

・本部機能の大変さ、ロジの重要性を再確認した

・良い意味で楽しみながら活動できた

・初めて組んだメンバーでも協力できた

・自由に活動させてもらい、自分たちで考えて活動

することができてよかった

・参加して本当によかった


